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・ 27日に発表された５月のドイツの消費者物価（国内基準）の速報値は前年比＋2.3％と前月の同＋

2.4％から上昇率が縮小した（左図）。31日に発表されるユーロ圏全体の消費者物価計数と同一基準

（ＨＩＣＰ）では、４月：同＋2.7％→５月：同＋2.4％に大きく縮小した。 

・ ヘッドラインの物価上昇率の縮小は、①５月入り後のエネルギー価格の軟化（原油価格は約２年半振

りの高値から下落）、②４月計数を押し上げたパッケージ旅行の反動増（右図、前年４月の前年比計

数がサンプル要因などで前後月のトレンドから逸脱して下落していた反動で、今年４月の計数が大き

く上昇）が剥落したことが影響。加えて、持ち家の帰属家賃が４・５月間の物価上昇率の格差を縮小

する方向に働くなかで、帰属家賃を含まない統一基準では両月間のコントラストが一層明確に現れた。 

・ ドイツの物価上昇率の縮小を受け、ユーロ圏全体の計数も４月の前年比＋2.8％から小幅縮小を予想。

だが一方で、特殊要因が影響したドイツ以外にも、コア物価はユーロ圏内の15ヶ国で加速傾向にある。

ヘッドラインのインフレ率の縮小は、ＥＣＢに利上げペースを加速させる必要がないとの安心感を提

供しようが、二次的波及効果が顕在化しつつある現状を考えれば早期の利上げ打ち止めは考え難い。 

■ドイツの消費者物価（前年比） ■ドイツのコア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・エネルギー除く 注：住居・輸送費からは各々エネルギー価格を除いた

出所：ドイツ連邦統計局 出所：ドイツ連邦統計局
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■ドイツの消費者物価（％）

2010 2011 2010 2011
2Q 3Q 4Q 1Q 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

消費者物価 （前期比） 0.4 0.2 0.6 0.9 0.1 0.4 0.4 0.2 0.3 0.4 0.2 0.2
（前年比） 1.1 1.2 1.5 2.1 1.3 1.5 1.7 2.0 2.1 2.1 2.4 2.3

コア消費者物価 （前年比） 0.5 0.7 0.7 1.0 0.7 0.9 0.7 1.1 1.0 1.1 1.5 －
食料品 （前年比） 1.3 2.8 3.3 2.8 2.9 3.4 3.6 2.7 3.4 2.2 1.4 －
アルコール （前年比） 0.5 0.7 0.9 0.5 0.9 1.0 0.7 0.8 -0.1 0.8 1.0 －
タバコ （前年比） 3.5 0.1 -0.3 -0.6 -0.2 -0.2 -0.5 -0.5 -0.7 -0.6 -0.6 －
エネルギー （前年比） 4.3 3.9 6.1 9.7 5.0 5.1 8.1 8.6 10.2 10.5 10.4 －

住宅用燃料 （前年比） 0.0 1.6 4.4 9.1 3.3 4.0 5.9 7.8 9.4 10.1 9.6 －
自動車燃料 （前年比） 12.8 8.4 9.3 11.0 8.4 7.0 12.4 9.9 11.8 11.2 12.0 －

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・タバコ・エネルギーを除く。
出所：ドイツ連邦統計局  


